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1. はじめに 

 表面性状の向上による景観上の優位性や作業の機械化による生

産性の向上を目的に，即時脱型コンクリートを二次製品として使用

することが増加している。本実験では，即時脱型コンクリートの耐

久性に細骨材の違いが与える影響を検討した。 

2. 実験概要 

2.1 使用材料・配合条件 

使用材料を表-1 に示す。また配合表を表-2，表-3 に示す。実際

の二次製品工場で製造されている即時脱型コンクリート 2種類の配

合を対象とした。すべてゼロスランプコンクリートであるが，粗骨

材の最大寸法の違いにより，練混ぜ時の空気量が大きく異なる。配

合ⅠとⅡは，粗骨材の最大寸法が 15mm，配合ⅢとⅣは，5mm であ

る。今後採取が困難になる海砂を高炉スラグ細骨材に 50％置換と

100％置換した。50％置換したものは配合ⅠとⅢ，100％置換したも

のはⅡとⅣである。 

H・M・L の違いは振動締固時間の違いを示しており，時間を調

整することによって空隙率を変化させた。H が最も密実なコンクリ

ートである。 

2.2 実験方法 

 全ての試験で円柱供試体を用いた。作製方法は，写真-1に示した通り，テーブルバイブ

レーターとハンドバイブレーターを用いて締固めを行った。材齢 28 日で圧縮強度試験(JIS 

A 1108)，材齢 56 日で既往の研究 1)，2)を参考に急速凍結融解試験を行い，急速乾燥収縮試

験を開始した。 

3. 実験結果および考察 

3.1 圧縮強度試験 

 配合Ⅰ・Ⅱの圧縮強度試験結果を図-1に，配合Ⅲ・Ⅳの圧縮強度試験結果を図-2に示す。 

 4 配合とも，空隙率が大きくなるに従い，圧縮強度が低下した。通常の有スランプコ

ンクリートと異なり，同一 W/C にも関わらす，空隙率によって強度が大きく変化した。

また，高炉スラグ細骨材の置換率が大きいほど圧縮強度が大きく

なった。高炉スラグ細骨材の吸水率が小さいことによりコンクリ

ート中全体の水分が少なくなったためと考えられる。 

配合Ⅰ・Ⅱの場合，高炉スラグ細骨材の置換率を大きくするこ

とで，締固め時の圧力や時間による変動が小さくなった。高炉ス

ラグ細骨材の密度が高いためと推測される。 

それぞれの配合における圧縮強度と空隙率の関係を図-3に示す。 

配合における空気量と空隙率には相関がない。ゼロスランプコン

クリートの特徴である。 

使用材料 産地・種類 記号 密度(g/㎤) 吸水率(％)

セメント 普通ポルトランドセメント C 3.16 -

水 上水道水 W 1 -

海砂(福岡産) S1 2.59 1.35

高炉スラグ細骨材(福山産) BFS 2.75 0.65

砕石(13-5mm) G1 2.63 1.4

砕石(5-2.5mm) G2 2.7 1.16

細骨材

粗骨材

表-2 Ⅰ・Ⅱの配合表 

表-3 Ⅲ・Ⅳの配合表 

表-1 使用材料 

W C S1 BFS G1 G2

Ⅰ-H

Ⅰ-M

Ⅰ-L

Ⅱ-H

Ⅱ-M

Ⅱ-L

122 360

445 615

679 226

単位量(kg/m³)
配合名 W/C(％) 空気量(％)

33.8

3.4

3.5 - 1087

W C S1 BFS G1 G2

Ⅲ-H

Ⅲ-M

Ⅲ-L

Ⅳ-H

Ⅳ-M

Ⅳ-L

配合名 W/C(％) 空気量(％)

-

321

-

単位量(kg/m³)

33.8

10.3

109 321

321

1205

10.4 642
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図-1 配合Ⅰ・Ⅱの圧縮強度 

写真-1 締固め時の

バイブレーター 

jsce7-089-2017

                               1 / 2



高炉スラグ細骨材を

多く使用すると空隙率

が大きくなった。高炉

スラグ細骨材の FM が

大きくかつ形状が扁平

であることが要因とし

て考えられる。しかし

ながら，空隙率が大き

くなるにも関わらず，高炉スラグ細骨材を多く使用することで同

程度以上の圧縮強度を有することができる。 

3.2 急速凍結融解試験 

 配合Ⅰ・Ⅱの耐久性指数を図-4に，配合Ⅲ・Ⅳの耐久性指数を

図-5に示す。高炉スラグ細骨材の置換率が大きい方が耐久性指数

も大きい傾向であった。また，高炉スラグ細骨材が 50％置換の場

合(Ⅰ・Ⅲ)は空隙率が大きくなると耐久性指数も小さくなった。

しかし，100％置換の場合(Ⅱ・Ⅳ)は空隙率に依存することなく，

高い耐久性指数を有した。 

既往の研究 3)より，高炉スラグ細骨材は普通コンクリートに使

用すると水酸化カルシウムを消費するため骨材界面が疎になる

ことを抑制し耐凍害性が向上するとされている。即時脱型コンク

リートにも同様の効果が見られたと考えられる。 

3.3 急速乾燥収縮試験 

 配合Ⅰ・Ⅱの急速乾燥収縮ひずみを図-6に，配合Ⅲ・Ⅳの急速

乾燥収縮ひずみを図-7に示す。いずれの配合においても，H が最

も乾燥収縮ひずみが小さくなった。 

 乾燥収縮が生じる要因として，単位水量や骨材の吸水率などが影

響を与える。即時脱型コンクリートは締固め時に大きく圧力を加え

るため微量ではあるが水分が散逸する。高炉スラグ細骨材は吸水率

が小さい。よって，空隙率が小さくかつ高炉スラグ細骨材を多く使

用した方が，急速乾燥収縮ひずみを抑制することができると推測さ

れる。 

4. 結論 

本実験の範囲内ではあるが，高炉スラグ細骨材を多く使用するこ

とにより，同一締固め時間の即時脱型コンクリートの強度や耐久性

は向上することが明らかになった。 
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図-2 配合Ⅲ・Ⅳの圧縮強度 
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図-3 圧縮強度と空隙率の関係 
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図-4 配合Ⅰ・Ⅱの耐久性指数 
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図-5 配合Ⅲ・Ⅳの耐久性指数 
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図-7 配合Ⅲ・Ⅳの急速乾燥収縮ひずみ 

図-6 配合Ⅰ・Ⅱの急速乾燥収縮ひずみ 
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